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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　プロトコルレイヤから1つまたは複数のサービス品質(QoS)フローを受信するステップと
、
　前記送信デバイスと受信デバイスとの間で確立される1つまたは複数のデータ無線ベア
ラ(DRB)に前記1つまたは複数のQoSフローをマッピングするステップと、
　前記1つまたは複数のDRBに対応する複数の媒体アクセス制御(MAC)プロトコルデータユ
ニット(PDU)を送信するステップであって、各MACプロトコルデータユニット(PDU)が、パ
ケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)ヘッダおよび部分的に暗号化されたPDCP
ペイロードを備える、PDCP PDUを備える、ステップと
を備え、
　前記PDCPペイロードが、
　前記1つまたは複数のDRBに対応するサービスデータ適応プロトコル(SDAP)ヘッダおよび
SDAPペイロードを備えるSDAP PDUを備え、前記SDAPヘッダが暗号化されない、
方法。
【請求項２】
　前記SDAPペイロードが暗号化される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信するステップが、
　前記SDAPペイロードの優先順位付け情報を取得するために、前記部分的に暗号化された
PDCPペイロードから前記SDAPヘッダを読み取るステップと、
　前記優先順位付け情報に基づいて、前記複数のMAC PDUの送信を優先順位付けるステッ
プとを備える、請求項1に記載の方法。
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【請求項４】
　前記優先順位付けるステップが、
　各MAC PDUの中の前記SDAPペイロードの前記優先順位付け情報に基づいて、同じ論理チ
ャネルの前記MAC PDUの送信を優先順位付けるステップを備える、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　受信デバイスにおけるワイヤレス通信の方法であって、
　パケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)ヘッダおよび部分的に暗号化された
PDCPペイロードを備える、PDCPプロトコルデータユニット(PDU)を備える媒体アクセス制
御(MAC)PDUを受信するステップと、
　前記部分的に暗号化されたPDCPペイロードから、1つまたは複数のサービス品質(QoS)フ
ローに対応するサービスデータ適応プロトコル(SDAP)PDUを抽出するステップと、
　前記SDAP PDUのSDAPペイロードを復号する前に前記1つまたは複数のQoSフローについて
の情報を取得するために、前記SDAP PDUのSDAPヘッダを読み取るステップと
を備える、方法。
【請求項６】
　前記取得された情報から反映QoSインジケータ(RQI)を決定するステップと、
　前記SDAPペイロードの前記復号を完了する前に、アップリンク(UL)送信のためのQoSフ
ローとデータ無線ベアラ(DRB)との間のマッピングを前記RQIに基づいて作成するステップ
とをさらに備える、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記SDAP PDUを抽出する前記ステップが、
　前記SDAPペイロードを復号するが、前記SDAPヘッダを復号しないステップを備える、請
求項5に記載の方法。
【請求項８】
　PDCPヘッダおよび部分的に暗号化されたPDCPペイロードを備える、第2のPDCP PDUを備
える第2のMAC PDUを受信するステップと、
　1つまたは複数の第2のQoSフローに対応する第2のSDAP PDUを、前記第2のPDCP PDUの前
記部分的に暗号化されたPDCPペイロードから抽出するステップと、
　前記第2のSDAP PDUのSDAPペイロードを復号する前に前記1つまたは複数の第2のQoSフロ
ーについての情報を取得するために、前記第2のSDAP PDUのSDAPヘッダを読み取るステッ
プとをさらに備える、請求項5に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　実行可能コードを記憶したメモリと、
　ワイヤレス通信のために構成されるトランシーバと、
　前記メモリおよび前記トランシーバと通信可能に結合されるプロセッサとを備え、
　前記プロセッサおよび前記メモリが、
　プロトコルレイヤから1つまたは複数のサービス品質(QoS)フローを受信することと、
　前記装置と受信デバイスとの間で確立される1つまたは複数のデータ無線ベアラ(DRB)に
前記1つまたは複数のQoSフローをマッピングすることと、
　前記1つまたは複数のDRBに対応する複数の媒体アクセス制御(MAC)プロトコルデータユ
ニット(PDU)を送信することであって、各MACプロトコルデータユニット(PDU)が、パケッ
トデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)ヘッダおよび部分的に暗号化されたPDCPペイ
ロードを備える、PDCP PDUを備える、ことと
をするように構成され、
　前記PDCPペイロードが、
　前記1つまたは複数のDRBに対応するサービスデータ適応プロトコル(SDAP)ヘッダおよび
SDAPペイロードを備えるSDAP PDUを備え、前記SDAPヘッダが暗号化されない、
装置。
【請求項１０】
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　前記SDAPペイロードが暗号化される、請求項9に記載の装置。
【請求項１１】
　前記プロセッサおよび前記メモリがさらに、
　前記SDAPペイロードの優先順位付け情報を取得するために、前記部分的に暗号化された
PDCPペイロードから前記SDAPヘッダを読み取ることと、
　前記優先順位付け情報に基づいて、前記複数のMAC PDUの送信を優先順位付けることと
をするように構成される、請求項9に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサおよび前記メモリがさらに、
　各MAC PDUの中の前記SDAPペイロードの前記優先順位付け情報に基づいて、同じ論理チ
ャネルの前記MAC PDUの送信を優先順位付けるように構成される、請求項11に記載の装置
。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　実行可能コードを記憶したメモリと、
　ワイヤレス通信のために構成されるトランシーバと、
　前記メモリおよび前記トランシーバと通信可能に結合されるプロセッサとを備え、
　前記プロセッサおよび前記メモリが、
　パケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)ヘッダおよび部分的に暗号化された
PDCPペイロードを備える、PDCPプロトコルデータユニット(PDU)を備える媒体アクセス制
御(MAC)PDUを受信することと、
　前記部分的に暗号化されたPDCPペイロードから、1つまたは複数のサービス品質(QoS)フ
ローに対応するサービスデータ適応プロトコル(SDAP)PDUを抽出することと、
　前記SDAP PDUのSDAPペイロードを復号する前に前記1つまたは複数のQoSフローについて
の情報を取得するために、前記SDAP PDUのSDAPヘッダを読み取ることと
をするように構成される、装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサおよび前記メモリがさらに、
　前記取得された情報から反映QoSインジケータ(RQI)を決定することと、
　前記SDAPペイロードの前記復号を完了する前に、アップリンク(UL)送信のためのQoSフ
ローとデータ無線ベアラ(DRB)との間のマッピングを前記RQIに基づいて作成することと
をするように構成される、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　プログラムがコンピュータによって実行されると、請求項１乃至８の何れか一項に記載
の方法を前記コンピュータに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
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